
職員が仕事と子育てを両立し、その能力を十分に発揮できる働きやすい職場環境を整備するとともに、育児休業を

取得しやすく、安心して職場復帰できる環境づくりを推進するため、次のとおり一般事業主行動計画を策定する。

１ 計画期間 令和8年4月1日から令和13年3月31日まで（5年間）

２ 内容

【目標１】

＜対策＞

令和8年4月～

・就業規則を改正し、養育両立支援休暇制度及び業務代替手当制度を導入する。

・全職員へ制度内容を周知し、利用しやすい職場環境を整備する。

・管理職を対象とした制度運用の周知を行う。

【目標２】 育児休業を取得しやすく、円滑に職場復帰できる職場環境を整備する。

＜対策＞

令和8年4月～

・育児休業制度及び育児休業給付制度について職員へ周知する。

・育児休業取得予定者との面談を実施し、業務の引継ぎ及び復帰後の働き方について確認する。

・育児休業取得者の業務を円滑に引き継ぐため、業務分担及び支援体制を整備する。

【目標３】 職員一人当たりの月平均所定外労働時間を、計画期間中に20％以上削減する。

＜対策＞

令和8年4月～

・毎月の時間外労働時間を把握・分析する。

・観光シーズン等の繁忙期と閑散期の業務量を分析し、繁閑差を踏まえた業務配分を検討する。

・閑散期における時間外労働の削減目標を設定し、職員へ周知する。

・業務の平準化を図るため、担当業務の見直し及び応援体制を整備する。

・定時退勤を推進し、時間外労働削減への意識啓発を行う。

【目標４】 年次有給休暇の取得を促進し、職員一人当たりの年間取得日数の向上を図る。

＜対策＞

令和8年4月～

・年次有給休暇の取得状況を定期的に確認する。

・計画的な取得を推進する。

・業務を共有し、休暇を取得しやすい職場環境を整備する。

育児と仕事の両立を支援するため、養育両立支援休暇制度及び業務代替手当制度を導入し

制度の周知及び利用促進を図る。
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